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H22.5.14 「平成 22 年度日赤 DMAT 及び日本 DMAT 研修」の案内を HP に掲載 
H22.6.11 平成 22 年度 日本赤十字放射線技師学術総会において、海外救援活動に関する講演会を
開催 
「海外救援活動報告」 日本赤十字社 和歌山医療センター 川村 佳生 氏 
「 海外救援要員として活動するためには」 
日本赤十字社 和歌山医療センター 口井 信孝 氏 
H22.7.28 上記講演会のスライドを HP に掲載 
H22.9.9 災害現場にX線撮影装置を持ち込んで行なわれた平成22年度兵庫県合同防災訓練のレポ
ートを HP に掲載 
 
文書管理 
昨年度 HP 文書管理コーナーに掲載した諸文書は以下の通りです。 
H22.7.23  病院機能評価 Ver.6 に関する資料 





















長野赤十字病院 八町 淳 
昨年、全国の赤十字病院で使用されている CT 装置および検査方法を調査し、６月に行われた、
総会においてまとめを盛岡赤十字病院 藤村氏に発表していただきました。赤十字病院内において
も CT 装置の多列化が進んでおり、列数による保険点数の差別化が計られ、一段と CT 装置における































































医療情報分科会 福井赤十字病院 秋田 直昭 
本来ならば本年度の活動報告を行なうべきところですが、医療情報分科会の代表世話人として十
分な活動や話題提供を行えずに任期を終えることとなりました。 
総括になりますが、医療情報分科会の活動は、世話人の施設の医療情報システム導入状況掲載から
はじまり、各施設への医療情報システムに関するアンケートを実施しました。また、ウイキペディ
ア百科辞典やウイキリークス（苦笑）で有名な wiki という仕組みを利用し福井日赤で行なってい
る情報共有法の紹介と、wiki の簡単な説明ファイルを掲載致しました。 
また、会員の皆様に wiki を実感していただくためと各施設に行なったアンケート結果を発展させ
る目的で作成した無料の wiki サイトの登録と利用の拡大を図りましたが、周知徹底の努力を怠り
まして野放し状態です。しかし、幸いにも後任の世話人が当院の上司で wiki の使用経験と理解が
あります。一部ご協力いただいた施設の方のご好意を無駄にすることのないように何らかの形で継
続してもらえると期待しております。 
会員の皆様には、今後とも医療情報分科会と積極的に関わっていただくことを切に希望致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
